
予見されること

ニーズや精度確保への対応と記入者負担や地方事務とのバランス

【第１回研究会資料】

住宅・土地統計調査
＋

住生活総合調査？
＋

調査設問（「質」）数の増加？

記入者負担増、調査環境の
悪化に伴い、調査票回収が
困難に！！

個人情報保護意識の高揚、ライフ
スタイル・居住形態の変化等

調査方法の多様化

郵送回収？

オンライン調査？

調査員調査？
（任意封入・全封入）

調査員及び市町村事務の
複雑・煩雑・高度化

円滑な調査実施が困難に！！
（結果精度に影響）

○平成25年住宅・土地統計調査の実施に係る各種検討課題を整理する上で、
統計ニーズ、結果精度、記入者負担、地方事務等のバランスを総合的に考
慮する必要。

限られた統計リソース
（予算・人員等）
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